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津端修 一

さん9 0 歳 ､ 英子 さ ん8 7 歳 風 と雑木林と建築家夫婦 の 物語 1if e-i s- f r u i ty . c ｡ m
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修 一

さん
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192 5 年1 月3 日生まれ｡ 東京大学を卒業後､ 建

築設計事務所を経て ､ 日本住宅公団へ ｡ 数 々

の 都市計画を辛が ける ｡ 広島大学教授などを

歴任し ､ 自由時間評論家として清勒｡

英子 さ ん

19 28 年1 月18 日生まれ｡ 愛知県半 田市の 老舗

の 造り酒屋で 育つ ｡ 2 7 歳で 修
一 さん と結婚

し､ 娘2 人な育て る｡ 畑 ､ 料理､ 編み物 ､ 機織り

な ど､ 手間ひまかけた 手仕事が大好き｡

ふ たりの 本

む か し､ ある建築家が言い ました ｡

家は ､ 暮らし の宝石箱 でなくて は い けない ｡

愛知県春 日井市の 高蔵寺 ニ ュ
ー タ ウ ン の

一 隅 ｡ 雑 木林 に 囲憤 れ た 一 軒 の 平 屋｡ それ は建築家 の

津端修
一

さ んが
､ 師 で ある ア ン ト ニ ソ

･
レ

ー キ ソ ドの 自邸ケこ倣 っ て建 て た 家｡ 四 季折 々 ､ キ ッ チ ン

ガ ー デ ン を彩 る7 0 種 の 野菜 と5 0 種の 果 実が ､ 妻
･ 英 子さ ん の 手で 美味し い ごち そうF こか ぁ り ます｡

刺繍や 編み 物か ら機織 りまで ､ なん でも こ なす英子さ ん｡ ふ た りは ､
た が い の 名を｢さ ん付け｣ で 呼 び

合 い ます｡ 長年連れ 添 っ た夫 府の 暮らしは ､ 細や か な気遣 い と工 夫 に 満 ち て い ま した｡ そう､ ｢家 は ､

暮ら しの 宝石箱 でなくて は い けない｣ とは､ モ ダ ニ ズ ム の 巨匠 ル
･ コ ル ビュ ジ ェ の 言葉 で す｡
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こ 蜜姦

か つ て 日本住宅公団の エ ー

ス だ っ た修
一

さ ん は
､ 阿佐 ヶ谷住宅 や多摩平田地 などの 都市計画軒こ

携わ っ て きま した ｡ 1 9 6 0 年 代､ 風 の 通 り道むこな る雑木林を残 し､ 自然との 共生を目指 した
ニ
ュ

ー タ

ウ ン を計 醜 けれ ど､ 経済優先 の 時代 はそれ を許 さず､ 完 成 した の は理 想 とは ほ ど遠い 無機質 な大

規模周地｡ 修
一

さん は ､ それ まで の 仕事 か ら距離を置き､ 自 ら手が けた ニ ュ
ー タ ウ ン に 土地 を買 い ､

家を建 て ､ 雑木林を 育 ては じめ ま した
-

｡ あれ か ら50 年 ､ ふ た り は､ コ ツ コ ツ ､ て い ね い に ､ 時 を た

め てきま した ｡ そ して､ 9 0 歳暫こな っ た 修
一

さん に 新た な 仕事 の 依頼が や っ て きます｡

本作 は東海テ レ ビ ドキ ュ メ ン タ リ ー 劇場 第10 弾 ｡ ナ レ ー シ ョ ン を つ とめ る の は 女優 ･ 樹木希林｡ ふ

た りの 来 し方と暮ら しか ら､ こ の 国が ある時代むこ諦め て しま っ た 本 当の 豊 か さ へ の 深 い 思索 の 旅

が
､ ゆ っ くりとは じ まります｡

4 月2 8 日○霊芝‡崇‡
テ ー ク

2 回上 映 1 0 :0 0 / 1 4 :0 0
一

前売 1 ,0 0 0 円/ 当日 1 ,2 0 0 円

キ ラリと
､
お しゃ れ

-

キ ッチ ン ガ
ー デ ン のある暮らし ～

浄端英子
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(ミネ ル ヴァ 沓鼠2 007)
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:1 ぁしたも ､ こ‡ょるぴより｡
つ ばた英子

つ ばた しゅうい ち 署

(主 樹と生活社, 2 0 1 1)
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票こ

ききか たり

ときをた める暮らし

つ ばた英子

つ ばたしゅ らい ち 著

( 自然食通 信社 ,
20 1 2)

言i てi T ふ た ｡･リブ･ ひで こ さんの たか らもの ｡

景三=
.

つ ばた英子

つ ばた しゅうい ち 著

( 主紺と生 活社, 2 0 1 5)

ふ たりか らひとり
～ ときをた める暮らしそれから 一

つ ばた英 子

つ ばた しゅうい ち 著

( 自然食通 信社, 2 0 1 6)

2 0 1 7 年

1 1 月1 7 日

刊行

きの う､ き ょら､ あした ｡

つ ばた英 子

つ ばた しゅうい ち 著

(主 婦と生活社) ｣ 一

主催 特定非営利活動法人まちあす

お問合せ
･ お申込 n P O ･ m a C hi u s @ g m ail ･ C O m

①氏名 ②性別 ③職種または所属 ④ご住所 ⑤電話番号

⑥ご希望時間⑦参加人数を記載 の 上､ お申込 くだ さ い ｡




